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配置のためには最終評価型と遂次評価型の 2 種類の手法を提案しているO また，階層構造を持つ
施設の配置計画についても，医療施設型と商業施設型に分けて事例研究を行い， システムの適用
性を確かめているO
(5) 高齢化社会において重要性の高い病院を対象として，具体的に要請されている配置問題に新し
い手法を適用し，最適の候補地を提案している。
以上のように，本論文は地域施設の配置計画における多目的計画法の有効性を明らかにしたもので
あり，地域施設計画学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認めるO
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